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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

非公募
（非公募の理由）
　札幌市社会福祉総合センター条例（平成元年条例第18号）（以下「センター条例」という。）第17条第2項の規
定により、管理が良好に行われている場合に限り、札幌市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する
条例（平成15年条例第33号）第2条の規定にかかわらず、公募によることなく、現在管理を行っている団体に
同条例第3条の規定による申込みを求めることができるとされている。
　公益社団法人札幌母子寡婦福祉連合会（以下「札母連」という。）については、ひとり親家庭支援センターの
指定管理者となった平成18年度以降、ひとり親家庭や寡婦の不安感を解消できるような事業を実施するほ
か、親子が一緒に触れ合うとともにひとり親家庭同士が交流できる催しを開催するなど、ひとり親家庭及び寡
婦の福祉向上のため、安定した管理運営を行っており、また、ひとり親家庭支援センターの利用者に対するア
ンケートでも、利用者の満足度は高いものとなっていることから、センター条例第17条第2項に該当するもので
あるため。

名称

募集方法

札幌市ひとり親家庭支援センター 所在地 中央区大通西19丁目　札幌市社会福祉総合センター

施設の維持管理業務、ひとり親家庭支援センター事業に関する業務、ひとり親家庭等就業支援センター事
業、ひとり親家庭等就労促進事業等

公益社団法人　札幌市母子寡婦福祉連合会

令和5年4月1日～令和10年3月31日

所管局の評価

施設数：

名称

各種相談、生活相談・生業指導及び就業支援、その他母子及び寡婦の福祉の増進に必要と認められる事業

項　目 実施状況

442㎡

主要施設

ひとり親家庭の親及び児童並びに寡婦の心身の健康を保持し、生活の向上を図ることを目的とする。

ＯＡ研修室、研修室、保育室、相談室、技能修得室、休憩室、就業支援センター

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定管理者評価シート

事業名 札幌市ひとり親家庭支援センター運営管理費 所管課（電話番号） 子ども未来局子育て支援部子育て支援課（211-3848）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成元年6月1日 延床面積

指定単位
施設数：１

複数施設を一括指定の場合、その理由：

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

業務の範囲

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼センター設置目的である「ひとり親家庭等の福祉の増進
を図るとともに、ひとり親家庭等の就業を促進し自立を支援
すること」の実現のため、基本方針を策定し方針に沿った運
営に努めた。

管理運営に係る基本方
針に基づき支援体制の
強化と適切な運営を遂行
した。

▼上記の基本方針に基づき、平等利用を確保するための
取り組み項目を明確化し管理運営に携わる職員が理解して
実施し、利用者の信頼に応えられるセンターとして適正な運
営に努めた。

平等利用を確保するた
め、幅広くひとり親家庭
等を対象に利用者の
ニーズを把握し、適正な
運営を遂行した。

全ての要求水準
を達成した。
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第１回

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

行政関係者：札幌市子ども未来局職員
総合ｾﾝﾀｰ関係者：市社会福祉協議会総務課長
ｾﾝﾀｰ関係者：常務理事（運営協議会長）
　　　　　　　　就業支援講習会講師
　　　　　　　　ひとり親相談員
                  就業相談員
ｾﾝﾀｰ利用者：サークル俳句の会代表

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の
確保・配置、人材育成）

協議・報告内容

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託
者への適切監督、履行確認）

開催回

▼「札幌市生活環境の確保に関する条例」に基づき、環境
への負荷の低減に向けた取り組みを実施した。
▼電気・ガス・水道の使用については節約や節電につとめ
た。
▼ゴミの分別や、使用済みトナー容器のリサイクルに努め
た。
▼清掃に関しては、人と環境に配慮した洗剤を使用するとと
もに、清掃資機材については極力節約に努めた。また、清
掃職員に対し洗剤の知識や機材の扱い方などの研修を実
施した。
▼市に準じてエコスタイル（夏・冬）を実施した。

職員全員が常に意識し、
ゴミのリサイクルや電気・
ガス・水道の節約など省
エネルギーに努め、職員
はもとより施設利用者に
も省エネルギーの協力を
呼び掛けた。

▼統括責任者として事務局長を配置し、職務代理者として
事務局次長を定め、質の高いサービスが提供できる体制を
維持している。
▼従事者については接遇やコンプライアンスに関する研修
等を通じて、人材の育成に努めている。
▼センター業務に関しては、担当者不在でも滞りなく対処で
きる体制作りをしている。

資質の向上を図るととも
に、諸規定及び内規類の
整備により管理機能を強
化し、事務局体制の充実
を図った。

▼安全性、効率性、その他ひとり親家庭支援センターの管
理水準を維持向上させていくため、常に情報を共有するとと
もに、サービスの向上、苦情や事故が起きた時の迅速な対
応ができるよう定期的に見直し改善を図っている。

役員、センター職員、相
談員、保育士等が常に
情報の共有化を図り、
サービス向上に努めた。

▼再委託はなし

令和7年3月17日（月）開催
・センター管理運営報告
　　利用者アンケート集計結果について
　　一般相談受付状況について
　　求職・就職・求人状況について
　　貸室利用状況について
    就業支援講習会状況
・センター管理運営計画

センターの利用状況の報
告や、アンケート調査の
結果を報告した。利用状
況や要望等、委員から意
見や要望を求め、管理運
営に反映させた。

▼資金管理については、当団体が編成した予算により執行
している。当団体による内部監査を年2回実施し、公認会計
士による会計処理等の委嘱契約を結び指導を受けている。

▼現金預金については、事務局長を責任者とし、出納、会
計の担当者を別にして適正な管理に努めている。
また、現金、通帳は金庫に保管し、複数人で厳格にチェック
している。

資金管理、現金等の取り
扱いについては、毎日事
務統括責任者による点
検を実施。公認会計士、
監事による預金通帳、帳
票類、現金などの検査を
定期的に実施し、適正に
管理した。また、現金は
固定式の金銭出納帳で
管理している。

＜協議会メンバー＞
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの
実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

（２）労働関
係法令遵守、
雇用環境維
持向上

▽　要望・苦情対応

▼要望・苦情対応については、アンケートの実施、意見交換
箱（社会福祉総合ｾﾝﾀｰ１階に設置、社会福祉協議会が管
理）、意見回収箱（1階相談室に設置）などにより、要望苦情
を把握の上、適切に受付、処理した上で解決するように努
めている。

講習会等での利用者ア
ンケートの実施やセン
ター意見交換箱等により
要望、苦情を把握し、迅
速かつ適切な善後策を
講じ適正処理に努めた。

▼指定管理評価ｼｰﾄ作成、提出
▼指定管理者の雇用状況調べ作成、提出
▼指定管理者の実施する利用者アンケートに関する調査
作成、提出
▼指定管理者施設の雇用環境の維持向上等の取り組み内
容作成、提出

記録、セルフモニタリング
の実施や札幌市への報
告、検査等への対応に
努めた。

労働関係法令を遵守し、
職員の配置や人員体制
の補強等に考慮し労働
環境を整える様に努め
た。

▼利用者の安全については、ひとり親家庭支援センターの
業務内容及び複合施設ということを十分理解し、利用しても
らうよう常に周知している。
▼緊急時、非常時に対応するため、緊急時連絡網を作成し
て連絡体制を確保している。
▼仕様書に適合する損害賠償責任保険に加入している。
▼保育室においては、常に安全清潔に心がけ、除菌・滅
菌・加湿ができる空気清浄機を設置した。保育室専用の危
機管理マニュアルを作成し災害時に対応できるようにした。
▼来館者及び職員の感染予防のため、引き続き飛沫防止
用アクリル板の設置や各室にアルコール消毒や除菌シート
を設置している。

協定書や仕様書に基づ
き、利用者の安全確保、
市民サービス向上への
配慮、連絡体制の強化
に努めた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの
安全衛生面を含む)

▼職員の雇用に関しては労働関係法令を遵守し、就業規
則等を整備するとともに、労使協定の協定届等必要な届出
を労働基準監督署に行なっている。
▼職員に対する給与、賃金等の支払を適切に行っている。
▼職員が、安全衛生やコミュニケーションを含め、十分な労
働環境を整えている。
▼年1回定期健康診断・ストレスチェックを実施している。
▼衛生管理者、産業医とともに労働災害の防止、職場環境
の向上に努めている。
▼正規職員・嘱託職員を採用する場合は、在職中の非正規
職員から希望者を募った。
▼令和6年度は、事務局・清掃共にパート職員から嘱託職
員へ雇用した。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）

全ての要求水準
を達成した。

全ての要求水準
を達成した。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（4）事業の計
画・実施業務

▽　ひとり親に関する学習機会の提供業務

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備
品管理、駐車場管理、緑地管理等）

労災事務管理士 17 14 14

▼センターは複合施設であることから、施設、設備等の全
般の機能を良好に維持管理するための法定点検、その他
必要な設備、建物等に関する保守点検業務については、総
合センターの指定管理者である、社会福祉協議会が実施し
ている。
▼清掃業務については、当会で請負、仕様書通りに適切に
実施した。
▼修繕等は、発生しなかった。
▼備品管理については、仕様書通りに適切に管理した。

簿記３級 17 12 7

講習会名
応募者
（名）

受講者数
（名）

修了者
（名）

資格取得者
（名）

初めてのパソコンワー
ド・エクセル３級 19 13 9 9

5

仕様書に基づき必要とさ
れる業務を適切に実施し
ている。特に清掃業務に
ついては当会の受託事
業でもあるので快適で安
心、安全な環境を維持で
きるよう努めた。

▼総合センターの指定管理者である、社会福祉協議会が
策定した防災計画に基づき訓練を実施した。
　避難訓練　12月20日（金）・3月26日（水）
▼消火用設備の設置場所確認とAEDの使用方法の確認を
全職員で行った。

自衛消防訓練に参加し
防災意識の向上、災害
時の訓練に努めた。セン
ター利用者の避難誘導
についても責任者を決め
て避難の際の注意点な
ど確認している。

▼ひとり親家庭の親及び寡婦が、就業に結びつく可能性の
高い技能、資格を習得するための就業支援講習会や、セミ
ナーを開催した。
・就業支援講習会　年間13科目13講座

受講者のアンケートなど
から要望の多い講習を
企画・実施した。

14

ワード・エクセル３級 18 14 7 7

全13講習開講いたしまし
た。申込人数は、前年比
106％の186名、パソコ
ン・FP・簿記は安定の人
気の資格ですが、今年度
はメンタルヘルスマネジ
メントⅢ種が定員20名を
上回る25名の申込で、抽
選となりました。ただ、就
職が決まった、予定が合
わなくなった、などの理由
からキャンセルで受講決
定者が２０名を切り、受
講決定の繰り上げ対応
をしましたが、最終は、１
９名の受講となりました。
キャンセルのほか、費用
が振り込まれないまま連
絡がとれなくなる方もい
らっしゃる状況があり、受
講決定通知書にキャンセ
ル連絡期限を赤字で記
載するなどの防止策をし
ていますが、今後の状況
次第では対策の検討を
する必要があります。

メンタルヘルスマネジメ
ントⓇⅢ種 25 19 17 13

　仕事力・マナー技能
検定２級 6 5 4 2

簿記２級 17

ファイナンシャルプラン
ナー（FP)３級 11 10 9 8

介護職員初任者研修 5 3 3 3

介護事務 9 6 5 5

調剤薬局事務 19 13 12 11

17 9 2

医療事務 8 7 4 2

ワード・エクセル準２級
＆パワーポイント２級 15 11 10

PP     　０
WE準2  ２

▼就職準備・離転職セミナー
 ・求職活動の予備知識について（6名参加）
　　10月10日（木）	

求職活動に必要や制度
を活用できるようセミナー
を行った。

▼教養講座
・手芸講座＆茶話会～プラバンレジンでアクセサリー作り～
（7名参加）	　　7月9日（火）
・フレッシュクリスマスリースを作ろう（15名参加）
　　12月6日（金）

教養講座は、参加者から
は是非次回も参加したい
と高評価をいただいてお
り、何度も講座に参加す
る方もいる。

求人開拓に中々
行けなかったとの
ことであるが、定
期監査で目標を
おおむね達成して
いることを確認し
ており、全ての要
求水準を達成して
いるといえる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　ひとり親家庭の就業に関する情報収集及び提供業務

15.4

300

▽　ひとり親の自主活動及び交流の支援業務

（5）施設利用
に関する業
務

R5年度実績 R6年度計画

277

3,397

330

3,029人数(人）

保育室

▽　不承認0 件、　取消し0 件、　減免0 件、　還付0 件

1,238

12.0 13.215.8

▽　利用促進の取組

リーフレット、センターだより、LINE、HP等で、ひとり親家庭
支援センターのPRに努めた。

件数(件)

人数(人）

312 320 350件数(件)

29.6 32.4

人数(人）

143

稼働率(％)

ＯＡ研修室

171

1,418

▽　利用件数等

件数(件)

▼就業相談の実施・就職情報提供
・就職情報の提供　2,820件
・新規登録者 177名
・就業実績 66名（内、センターでの紹介状発行により就業し
た者　8名）

▼就業促進活動
・センターへの求人件数　140件
・募集人員　427名

▼ハローワークと連携を図り、会議に参加し就業に関する
情報を収集した。
・札幌地域生活保護受給者等就労自立促進協議会	
・「生活保護受給者等就労自立促進事業」打合せ会議
・札幌北地域生活福祉・就労支援協議会		
・生活保護受給者等就労自立促進事業地域協議会	

経験豊かなハローワーク
OBを配置し、就職相談、
就職情報の提供、職務
経歴書の書き方、面接時
の対応の他、一人ひとり
の生活状況に応じたきめ
細かな相談に努めた。
住宅支援貸付を受ける
ために自立支援プログラ
ムの申し込みが増加し、
新規登録者並びに就職
した方も増加したが、自
立支援プログラムはハ
ローワークとの連携のた
め、紹介状発行はハロー
ワークからとなった。
自立支援プログラムの登
録者が増えているため求
人開拓に中々出かけるこ
とが出来なかった。

・ひとり親家庭の親及び寡婦などが所属するサークルや活
動団体にひとり親家庭支援センターの研修室と技能習得室
を開放し交流場所を提供した。

・法律相談（月4回）
　276件（母子261件・寡婦9件・父子6件）
・心療相談（月2回）
　24件（母子20件・寡婦3件・父子1件）
・一般相談 面接・電話相談
　延3,277件（母子2,165件・寡婦1,112件）
・父子相談 面接・電話相談
　延150件

相談員は月１回のミー
ティングを行うなど支援
の方向性を共有し、相談
者に寄り添った助言、方
向性を示唆するなど問題
解決に努めた。

▽　ひとり親家庭に関する相談業務

▼養育費・面会交流セミナー
・26名参加　　10月20日（日）

子どもの健全な成長のた
めに養育費や面会交流
について大人が気を付け
なければならないことを
専門弁護士が講演した。

貸室につきましては、技
能習得室で母子サーク
ルの利用が増加となって
おり、コロナ禍が過ぎ母
子サークルの参加数が
増えていることが要因と
思われます。
保育室は講習会託児が
昨年度より増加となりま
したが、リピーターの講
習会参加者年齢が40代・
50代のかたが増えており
託児利用は減少傾向に
なっていくと考えられま
す。
全体的に利用数は計画
より増加となりました。

稼働率(％) 28.9

R6年度実績

稼働率(％) 25.6 27.7 30.5

件数(件) 150 155 167

人数(人） 1,259 1,175

技能習得室

研修室

130

1,258

1,727

13.8稼働率(％) 14.3

全ての要求水準
を達成した。
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▼実務講習会
　パワーポイント3級講座（16名参加）
　　10月12日（土）・13日（日）・26日（土）・27日（日）
▼休日託児事業（ほりでーまむ）
　実施日数64件　利用人数　延270名
▼児童の健全育成講座
　 冬休み親子手芸講座（20名参加）　1月19日（日）
　

（6）付随業務 ▽　広報業務

▼LINE公式アカウントを開設し、センター事業等の情報発
信を行った。
▼講習会等の募集は、当会ホームページや札母連だより、
センターだよりに掲載、ポスターを作成し、周知を図ってい
る。
▼センターリーフレットに掲載の他、単発の講座等について
はその都度ホームページに掲載、パンフレット、ポスターを
作成しセンター内に掲示し幅広くPRに努めた。
▼ウェブアクセシビリティの講習に参加し、ホームページの
表記方法など気を付けた。
▼ウェブアクセシビリティ試験を実施し、JIS　X　8341-3：
2016の適合レベルAAに準拠するよう取組確認を実施した。

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

前回からの継続指定のため、引き継ぎ業務なし

全ての要求水準
を達成した。

指導することなく、
すべての要素を
満たしている。

スマートフォンの普及や、
ＳＮＳやアプリのツール
利用者も増加傾向という
ことから、周知や申込に
ついては、ＨＰやLINE公
式アカウントをより活用
し、引きつづき、多くの方
に知っていだたけるよう
努めて参ります。

実務講習会は、就業支
援講習会につながるよう
実施した。

▼事務用品及び消耗品等の購入はすべて市内の業者に発注した。

▼清掃業務については、当会で実施した。
　常に清潔な施設を維持するため、巡回清掃や手すり等の消毒を行っ
た。
　また、定期清掃も計画的に実施した。
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３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

アンケート回答
数、接遇満足度、
総合満足度のい
ずれも目標値を達
成しており、全て
の要求水準を達
成した。

実施方
法

▼全体アンケート
　講習会受講生、相談等のためにセンターに来訪した方を
対象にアンケートを配布し、202名の回答を得た。

結果概
要

①施設や事業をどのような方法で知りましたか。
　・札幌市からのお知らせ8.3％
　・札母連だより、リーフレット34.5％
　・ハローワークや区役所など8.3％
　・人からの情報9.7％
　・ホームページ18.9％　他
②この施設はどのような理由で利用しましたか。
　・就業支援講習会32.3％　・就業相談5.7％
　・ひとり親相談22.7％　・貸室利用7.4％
　・セミナー11.4％　他
③申込の仕方や利用はしやすかったですか。
　・とても満足63.2％　・ まあ満足24.6％　・普通18.2％
　・少し不満0.5％
④利用時間は適切でしたか。
　・適切40.1％　・非常に適切37.6％　・普通15.3％ 　他
⑤当施設の職員の接遇に関してどのように感じましたか。
（接遇に関する満足度）。
　・大変良かった69.3％　・まあ良かった19.3％　・普通9.9％
⑥利用した施設の設備は使用しやすかったですか。
　・とても満足45.5％　・まあ満足33.2％　・普通12.4％　他
⑦託児室や保育士の対応はどうでしたか。
　・とても満足12.7％　・まあ満足8.7％　・普通1.2％
　・未記入77.5％
⑧就業支援講習会又はセミナーについてはどうでしたか。
　・とても満足37.1％　・まあ満足14.9％　・普通5.9％　他
⑨この施設の総合的な満足度はどれにあたりますか。
　・とても満足51.5％　・まあ満足29.2％　・普通9.9％　他

利用者アンケートの結果
は、概ね好評であった。
今までは1人につき1回答
としていたが、利用1回に
つき1回答としたためアン
ケートの回答が202通で
目標数値より上回った。
職員の対応については
好評価を得ているが、さ
らなる接遇の向上に努め
たい。
講習会に関しては高評
価を得ているので、今後
も利用者のニーズに合
わせた講習等を企画して
いきたい。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

【意見・要望】
①主に生活相談と法律相談を利用させていただいています
が、本当に助かっていますし、心の支えになっていただいて
ます。対応してくださる方が、皆さんとても優しく接してくださ
るのでありがたいです。ありがとうございます。
②親身になって相談を聞いてくださいました。
③こういった相談をうけていただける場所があることで今後
の人生を頑張っていこうと思えました。ありがとうございま
す。
④ずっと不安だったので話せる人がいるだけでとても救わ
れた。
⑤この年で新しいことを学ぶのは自信が持てませんでした
が、先生方が親身に教えてくださり、励みとなり、最後まで
受講できました。また、施設の方もお話しやすく相談にのっ
てくださったりと、心強かったです。
⑥駐車場がなかったので、近隣駐車場の案内や割引があ
るとうれしい。
⑦このような場があることを知らなかったですが、もっと早く
に知って利用したかった。ありがたいですね。最初ドキドキ
しましたが、親切に教えてくださり感謝です。
【対応】
①・②・③・④職員一同、今後も更なるサービスの提供を心
掛けていきたい。
⑤今後も就業に役立つ講習会を考えていきます。
⑥に関しましては、複合施設で体の不自由な方やお年寄り
が優先のため、近隣の有料駐車場をご利用いただくようお
願いしていますが、近隣の駐車場案内はしておりませんで
したのでお知らせするようにいたします。
⑦センターリーフレットやLINEを活用して周知に努めたいと
思っています。

利用者の意見、要望につ
いて改善を要する事項に
ついては、迅速に対処し
た。
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R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

（千円）

利益還元 0

法人税等

４　収支状況

38,509 38,802 293

利用料金 0

指定管理費

359

指定管理業務収入 38,509 38,802 293

収入 39,253 39,612

▽　収支

項目

自主事業支出 978 998 20

収入-支出 ▲ 234 1,822 2,056

38,509 36,792 ▲ 1,717

純利益 ▲ 234 1,822 2,056

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及
び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼指定管理者業務として、財務状況における大きな懸念事項は無い。

▼個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」、「個人情報の保護に
関する法律についての事務処理ガイド」、「札幌市情報セキュリティポリ
シー」に基づき、適正に取り扱っている。
▼情報公開については、透明性を確保するため、情報の公開を行うこと
としている。（請求件数0件）
▼暴力団の活動に利用されないように適切な対応を行った。
物品購入等において、暴力団関係事業者とは取引を行わないように留
意し契約等は行わなかった。
▼事務用品などグリーン購入の推進、エコペーパーの使用や紙資源の
有効活用や再利用、不使用時のＰＣの省電力化設定やエレベーター不
使用による節電に努めている。
清掃に使用する洗剤は、環境に配慮したもので人体に影響のないもの
を使用している。
▼施設を暴力団の活動に利用されないよう、センターの設置目的に則
り利用者に利用目的の確認を徹底している。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力
団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

【自主事業収入内訳】
　1.実務講習会　40千円
　2.託児事業（ほりでーまむ）　765千円
　3.児童の健全育成　5千円

【自主事業支出内訳】
　1.実務講習会　79千円
　2.託児事業（ほりでーまむ）　818千円
　3.児童の健全育成　6千円

ほりでーまむの利用料金
は支援員等の報酬より
安価となっているため支
出が収入を上回ってい
る。

0

37,790 ▲ 1,697

概ね計画通りの
収支となってい
る。

事業費支出は、正規職
員の保育士1名が退職し
たためパート職員の保育
士を雇用したため人件費
が減少した。また、講習
会でアシスタントの利用
が少なかったためアシス
タント交通費の減少や、
セミナー講師を職員が
行ったことにより講師料
が減少した。
消耗品費は、ファイルな
どの再利用を行なったた
め消耗品費の減少にと
なった。

その他 0

自主事業収入 744 810 66

指定管理業務支出

支出 39,487
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Ⅲ　総合評価

総合評価 改善指導・指示事項

管理業務の要求水準を満たしており、適正な管理・運営がな
されている。

【所管局の評価】

【指定管理者の自己評価】

・利用者アンケートでは、講習会や職員の接遇等は継続して
高い評価をいただいているが、今後も高い評価を得られるよ
う運営管理に努める。

・相談業務では、ひとり親家庭の不安や悩みに対し傾聴をす
ることで、何かあったときにセンターに相談できるという安心
感があるという声も聞かれ、相談者と相談員との信頼関係を
築くことができている。頻回者に関しては相談員ミーティング
で情報を共有して相談員が同じ対応で望むようにした。

・センターを利用して実施している講座やセミナーはまた参加
したいなどの高評価を受けたが、ひとり親家庭支援センター
の存在を知らなかった、もっと早く知りたかったなどの声も聞
かれた。

次年度以降の重点取組事項総合評価

・相次ぐ物価高騰で、ひとり親世帯の経済的状況は厳しさを増し
ていますが、時代のニーズに合わせながら、就業による自立に
向けた支援、子育て・生活支援、学習支援、奨学金・貸付金など
の経済支援をはじめとする支援体制の強化を図っていきます。

・ひとり親家庭の親や寡婦の参加者に喜ばれ、暮らしに潤いを
与えられたり、趣味として継続して続けられるような講座を企画
し開催する。

・ひとり親家庭支援センターを多くの方に知っていただくため、
LINEやホームページなどで情報を広く発信していきます。
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